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高齢化が進み、高齢者の外出様態が多岐にわたっていることから、実際の高齢者の外出行動特性を分析

する必要性は増している．本研究では、実際に1週間の外出行動の調査を行い、外出行動特性と交通に対

する意識、日常の生活に対する意識の関係性を分析し、その傾向を明らかにすることを目的としている． 

調査は神奈川県厚木市の老人クラブに所属する方々に対して1週間の行動記録とアンケート調査を行っ

た．外出行動と交通意識の関係性では現役の自動車運転者が持つ意識をクロス集計分析により明らかにし

した．外出行動と生活意識の関係性では、外出時間と外出目的に着目しクロス集計を行い、外出行動と生

活意識の傾向を明らかにした． 
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1. はじめに 

高齢者の外出行動は、人により頻度・強度は様々であ

る．高齢者の外出行動を分析することは、外出(活動)を

手助けしたり、交通事故を削減させることに対して重要

である．しかし、人々の外出行動や活動の内容を知るた

めには単純なアンケート調査のみでは不十分であり、

日々の行動の記録（アクティビティダイアリー調査）が

必要であるとされている．アクティビティダイアリー調

査を用いた高齢者の外出行動に関する分析は、西井ら 1）

と横山ら 2）が分析を行っている．また、高齢者の自動

車の運転による事故の可能性が他の年代に比較しても多

く、高齢者に対しても適切な交通手段選択を促す必要が

あると考えられる．秋山 3) は加齢に伴いハンディが増加

することが、外出を制限することを明らかにしている．

高齢者が日常においてどのように交通手段選択を行って

いるのかを明らかにする必要がある． 

本研究では、高齢者の外出行動特性と日頃の交通への

意識や日常生活の意識の関連性を、アンケート調査とア

クティビティダイアリー調査により調査し、結果をクロ

ス集計分析することで、その傾向を明らかにするものと

する． 

 

2. 調査の概要 

(1) 調査対象 

本研究では、厚木市老人クラブ連合会にご協力をいた

だき調査を行った．老人クラブは厚木市内に居住する

60 歳以上の高齢者が参加し、趣味やボランティア活動

を行うものである．被験者の住む厚木市は神奈川県中央

部に位置し、面積約94平方キロメートル、人口約22万

4 千人の特例市である．市内の鉄道駅は小田急線の本厚

木駅と愛甲石田駅の2駅がある．本厚木駅前は商業集積

地であり、市役所などの公共施設も存在する．本厚木駅

と愛甲石田駅を中心に神奈川中央交通バスの路線が市内

全域に存在する．また、H22国勢調査 4)によると15歳以
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上の就業者・通学者の約 40％は市外へ通勤・通学して

いる． 

 

(2) 調査の実施 

2011年12月13日に行われた老人クラブ会長会にて調

査票の配布・説明を行い後日、郵送により回収した．ま

た、集会への出席者の家族に高齢者がいる場合、調査に

協力してもらうため、出席者1名あたり調査票を2票づ

つ配布した． 

調査票は、個人属性・交通意識・生活意識（健康を含

む）に関する基礎的な質問と、一週間に渡る外出行動記

録で構成した．交通意識は居住地周辺における公共交通

に対することや自動車の保有・運転に関するものであり、

生活意識は日常生活に関わるものを質問している(表-2)．

健康に関する設問は平成 21 年に内閣府が行った高齢者

の日常生活に関する意識調査 5)を参考にしている． 

外出行動記録は1週間のダイアリー調査であり、全員

に対して同じ期間（2011 年 12 月 14 日～20 日）行った．

外出の定義は、家を出てから帰ってくるまでを1回の外

出とした．これは、それぞれの活動頻度や活動度合いを

測るためであり、回覧板を近所にもって行く用事やゴミ

出しまで含めた．外出内容は、移動の目的・行先・出発

時間・帰宅時間・交通手段の記入をしてもらった．目

的・行先・交通手段はいくつかの選択肢から選択しても

らい、複数選択も可とした．外出時間は、分単位まで記

入をしてもらった．また、平成 17 年全国都市交通特性

調査のマスターデータについて、65 歳以上の人のうち、

1 日の間に自宅を出発し自宅以外に到着したトリップの

数を集計し、集計した平均トリップ数がすべて、1～2

回のあいだに収まったことと、記入のしやすさを考慮し、

本調査では外出を1日あたり3回まで質問している． 

 

(3) 回答者の個人属性 

調査票の回収率は表-1の通りになっている．回答者の内

訳は男性65％・女性35％、年齢は71～80歳の人が約80％

を占めている．職業を持つ人（アルバイトを含む）は

20％となっており、ほとんどの人が仕事を引退している．

回答者の約67％が駅・バス停から5分以内に居住にして

いる． 

 

(4) 外出に関する基礎的集計 

 12月14日～20日の外出記録を行った．有効票数は86票

である． 

 図-2は1日の平均外出時間を示しており、2～6時間が

約80％を占めている．図-３は1日の平均外出回数を示し

たものである． 

 外出の目的地は90％以上が市内であった．また、期間

中の移動手段として主に使われていたのは自家用車及び

徒歩による移動で、自家用車を主に使用していた人は全

体の28％、徒歩を主な移動手段とした人は40％であり、

次いで自転車による移動が多かった． 

 
表-1 調査の概要 

外出行動記録期間 2011年12月14日（水）～20日（火） 

調査対象者 老人クラブ会長会出席者 及びその家族 

配布数 110組220票 

回収数 53組89票 

調査票の回収率 40.5% 

  

表-2 交通意識・生活意識 

交
通
意
識 

自家用車が無いと移動にかなり不自由する 

自宅からバス停・駅まで遠い 

自宅近くをはしるバスの本数に満足している 

自分が行きたい目的地まで行くバス・電車が少ない 

バス・電車の運賃が高い 

バスの運行時間が正確ではない 

バスが混んでいて使いづらい 

運転が好き・運転をしたくない 

生
活
意
識 

積極的に外出する方だ 

人と話すのが好きだ 

自宅にいるのが好きだ 

趣味は多い方だ 

パソコンをよく使う 

携帯電話をよく使う。 

庭や家庭菜園の手入れが好きだ 
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図-1 回答者の年齢構成 

 

図-2 1日の平均外出時間
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図-3 1日の平均外出回数 

 

3. 外出特性と交通意識 

12月14日～20日に実際に使用した移動手段と交通意識

に関するクロス集計分析を行った．この期間中で各人が

どの交通手段を最も多く使用したかを集計し、交通に関

する意識の比較を行った． 

 本調査では外出記録が有効回答者86名のうち、自家用

車による外出を最も多く行った人は35名、徒歩では24名

であった．自家用車・徒歩による移動を主に使用してい

る人がほとんどであり、公共交通を利用する人がほとん

ど存在していなかった．そのため、ここでは自家用車に

よる外出を主に行った人と徒歩による外出を主に行った

人について比較を行った． 

図-4はこの期間において、外出時に自家用車を最も多

く利用した人が交通に対してどのような意識を持ってい

るか、図-5では徒歩による移動を最も多くした人につい

て表している．自家用車を最も多く使用した人は、「自

家用車がないと移動に不自由する」と回答した割合が多

く、徒歩による移動をした人のそれよりも大きく、自家

用車を主に利用する人の自動車依存が強いことが考えら

れる． 

「自宅からバス停・駅が遠い」ことや、「自宅近くの

バスの本数に満足している」ことにも自家用車を主に利

用する人のほうが徒歩による移動をした人よりも多く回

答している．今回の回答者の居住地は、ほぼバス停・駅

まで5分以内であった．神奈川中央交通バスのホームペ

ージ6)により、回答をしてもらったバス停留所の時刻表

を調べると、駅周辺に居住している人を除き、そのバス

停から本厚木駅まで向かうバスが1時間に3本以上(日中)

であった．これと「目的地まで行くバス・電車がない」

と回答する割合が自動車を最も多く使用した人に多いこ

とにより、家（出発地）から目的地までに行く際にバ

ス・鉄道といった公共交通を利用しない事の一因である

と考える． 

また、自動車を利用している人に対しては、「運転が

好きか」「できれば運転したくないか」という設問を設

け、当てはまるものを選択してもらった．この設問に対

しては、運転をすると答えた人のうち56％が「運転が好

き」を選択し、38％が「できれば運転をしたくない」と

回答した．「運転が好きである」と答えた人は運転に対

して積極的、「できれば運転したくない」と答えた人は

運転に対して消極的であり仕方なく運転していることが

考えられる． 

図-6では、両者の1日の平均外出時間を比較しており、

1日の平均外出時間が6時間以上である人が「運転が好き

である」人の方が若干多いことがわかる．これにより、

「運転が好きである」ことが長時間外出することに関係

があることが考えられる． 

「運転が好きである」「できれば運転したくない」と

回答した人の健康状態の設問に対する回答状況を参照す

ると、「できれば運転したくない」と回答した人の中に

日常活動での健康状態に難があると回答した人がいるこ

とがわかった．これにより、運転したくないという意識

を持つことの一因に健康条件が関わってくることが考え

られる．図-7では「運転が好きである」「できれば運転

したくない」と回答した人が調査期間中、主にどの交通

手段を使用したかを表した．どちらにおいても、自家用

車を移動手段の主とする人が半数近くを占めていること

がわかる． 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～0.5回 0.6～1.0回 1.1～1.5回 1.6～2.0回 2.1～2.5回 2.6回～
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

自家用車が無いと移動にかなり不自由

自宅からバス停・駅が遠い

自宅近くを走るバスの本数に満足している

行きたい目的地まで行くバス・電車が無い

バスの運賃が高い

バスの運行時間が正確ではない

バスが混んでいて使いづらい

そう思わない あまりそう思わない ややそう思う そう思う

 

図-4 自動車利用者の交通意識 

 

図-5 徒歩移動者の交通意識 

 

 

図-6 運転意識と日平均外出時間 

             

0% 20% 40% 60% 80%100%

運転が好きである

できれば運転したくない

公共交通 自家用車 徒歩・自転車

 

図-7 運転意識と利用交通手段 

 

4. 外出特性と生活意識 

(1) 外出時間と生活意識 

 外出時間と生活意識の関係性に関するクロス集計分析

を行った． 

外出時間が短い人と長い人を比較するため、1日の外

出時間を平均４時間未満の人と4時間以上の人に分けク

ロス集計（図-8）を行った．「積極的に外出する方だ」

と回答した人が1日に4時間以上外出している人に若干多

いことがわかるが、1日に平均4時間以上も外出している

にもかかわらず、「積極的に外出している」とは思って

いない人が若干、存在していることがわかる． 

 また、1日平均4時間以上外出している人たちに「携帯

電話をよく使う」ことにあてはまる傾向がみられる．こ

れは、外出時に携帯電話を持ち歩く必要がある人が多い

ことが影響していると考えられる． 

 

(2) 外出目的と生活意識 

ここでは、外出目的を日常的に行う必要のある外出を

義務的外出、日常で必ずしも必要ではない外出を非義務

的外出に分け(表-3)、クロス集計分析を行った．例えば、

銀行に行く場合は義務的外出を１回行ったとしてカウン

トしている．1回の外出で複数の目的があった場合、そ

れぞれの目的毎にそれぞれ1回ずつカウントし、集計を

行った． 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

自家用車が無いと移動にかなり不自由 

自宅からバス停・駅が遠い 

自宅近くを走るバスの本数に満足している 

行きたい目的地まで行くバス・電車が無い 

バスの運賃が高い 

バスの運行時間が正確ではない 

バスが混んでいて使いづらい 

そう思わない あまりそう思わない ややそう思う そう思う 

 0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転が好きである

できれば運転したくない

～2時間/日 2～4時間/日 4～6時間/日

6～8時間/日 10時間～/日
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 調査期間中に義務的外出の回数の方が非義務的外出の

回数よりも多かった人を義務型、その反対を非義務型と

するとその構成は図-9の通りである．本調査では、義務

型の人と非義務型の人がほぼ同程度存在していると考え

られる． 

 図-10で義務型・非義務型の人に関して、生活意識に

関する設問への回答状況を図で表した．-どちらにおい

ても、「積極的に外出する方だ」と回答している人が多

く、外出目的によらず、本調査においては積極的に外出

するという意識を持っている人が多いことが伺える．ま

た、非義務型の人が「携帯電話をよく使う」「人と話す

のが好きだ」という設問にあてはまると回答した割合が

高く、このような人は日常生活で必要な外出のみでなく、

趣味といった非義務的な活動を行う傾向があると考えら

れる． 

 

 

図-8 1日の平均外出時間と生活意識 

 

表-3 外出目的の分類 

分類 目的 

義務的外出 仕事・買い物・金融機関・通院 

デイサービス・回覧板などの用事 

非義務的外出 食事・趣味の活動・散歩など 

 義務

型

54%

非義

務的

型
43%

中間

3%

 

図-9 回答者の外出目的の傾向

 

図-10 外出の型と生活意識

 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

積極的に外出する方だ

自宅にいるのが好きだ

趣味は多い方だ

パソコンをよく使う

携帯電話をよく使う

積極的に外出する方だ

自宅にいるのが好きだ

趣味は多い方だ

パソコンをよく使う

携帯電話をよく使う

4
時
間
未
満

4
時
間
以
上

あてはまらない あまりあてはまらない ややあてはまる あてはまる

 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

積極的に外出する方だ

携帯電話をよく使う

人と話すのが好きである

積極的に外出する方だ

携帯電話をよく使う

人と話すのが好きである

義
務
型

非
義
務
型

あてはまらない あまりあてはまらない ややあてはまる あてはまる
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5. 結論 

高齢者の実際の外出行動と外出に影響を及ぼしている

意識を比較することにより、自動車の運転がどのような

意識を持って行われているかを分析した．それにより、

高齢者が運転をする理由の一つに目的地まで行く他の手

段がないというのが挙げられた．また、高齢者の自動車

の運転が仕方なく運転しているもの、運転する事が好き

で運転に抵抗がないものの二通りが存在することもわか

った．移動する手段が自動車しか選択できず、自家用車

を仕方なく運転する高齢者に対しては、細かいところま

で手の届くような交通サービスを提供する必要があると

考えられる． 

高齢者の日常生活では、仕事や買い物といった義務的

な活動のみならず、仕事を引退し趣味などの非義務的な

活動を中心に生活している人もいることが分かった．そ

のような人たちの活動を抑制することのない外出環境・

交通環境づくりも必要であると考える． 

本研究で用いた調査は神奈川県厚木市の比較的活動度

合いが高い高齢者に対し行ったものであり、活動傾向に

偏りが見られるため、高齢者全体の活動傾向を議論する

ためには不十分であると考えられる．本研究では、比較

的、公共交通網の整った都市で、活動的な高齢者がどの

ような行動を行っているのかを明らかにしている．また、

本研究では厚木市のような首都圏郊外の都市において、

仕事を引退した後、多くの時間を近所や市内で過ごす高

齢者の外出行動と、公共交通サービスが合致しておらず、

仕方なく運転をせざるを得ないといった問題も存在する

ことがわかった． 
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